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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

イムノクロマト法を用いたノロウイルス迅速診断キット QuickNavi-Norovirus (QN)と

改良型の QuickNavi-Norovirus 2 (QN2) の新生児糞便検体における精度を比較した。生後

0～12 ヵ月まで毎月糞便を採取し，迅速診断(QN，QN2)，および real-time RT-PCR よりキ

ットの精度を求めた。81 名より 362 検体を採取した。QN は，感度 100%、特異度 80%，

陽性的中率 4%，陰性的中率 100%，全体一致率 80%であった。QN2 は，感度 100%，特異

度 99%，陽性的中率 43%，陰性的中率 100%，全体一致率 99%であった。QN の特異度は

新生児期には 33%であったが，4 カ月には 93%に上昇した。一方 QN2 の特異度は新生児期

に 94%で，1～12 カ月までは 100%であった。QN2 は QN に比べ，新生児期および乳児期

のノロウイルス感染症の診断において特異度が高い点で有用であることが示された。 
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